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シリーズ：命を守る教育現場 第●回「自転車利用者へのルール・マナーの啓発」

あ
る
た
め
、
県
内
の
高
校
生
約
11
万
人
の
70
％

強
が
自
転
車
通
学
を
し
て
い
ま
す
。
朝
の
通
勤

時
間
帯
に
高
校
生
の
自
転
車
が
集
中
し
て
い
る

こ
と
が
、
事
故
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
」。高

橋
さ
ん
に
よ
る
と
、
県
内
の
自
転
車
事
故

死
傷
者
数
は
高
校
生
が
約
22
％
を
占
め
、
他
の

年
齢
層
に
比
べ
圧
倒
的
に
高
い
と
い
う
。
時
間

帯
は
朝
の
通
学
時
間
帯
を
含
む
６
時
台
か
ら
９

時
台
の
事
故
が
全
体
の
３
分
の
１
と
集
中
し
て

い
る
。
ま
た
、
発
生
場
所
は
交
差
点
が
約
70
％
。

自
転
車
が
第※

１
当
事
者
と
な
る
違
反
は
一
時
不

県全体で推進する高校生への自転車教育

静
岡
県
で
は
県
く
ら
し
交
通
安
全
室
、
県
警

察
本
部
、
県
教
育
委
員
会
、
中
学
校
・
高
等
学

校
な
ど
が
協
同
で
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
と

し
た
安
全
教
育
、
広
報
活
動
、
街
頭
指
導
な
ど

を
柱
と
す
る
総
合
的
な
自
転
車
マ
ナ
ー
向
上
対

策
を
実
施
し
て
い
る
。
静
岡
県
が
積
極
的
に
自

転
車
の
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
背
景
に

は
、
県
内
の
中
学
生
・
高
校
生
の
自
転
車
事
故

の
多
さ
に
あ
る
。
静
岡
県
く
ら
し
交
通
安
全
室

主
査
の
高
橋
和
秀
さ
ん
は
、「
高
校
生
へ
の
自

転
車
教
育
に
は
特
に
重
点
を
置
い
て
い
る
」
と

話
す
。「
静
岡
県
は
高
校
の
多
く
が
都
市
部
に
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今年6月1日、改正道路交通法が施行される。本紙で
は今年度、道路交通法の改正項目に着目し、それに
関連した交通安全教育の事例を紹介する「シリー
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な教育や活動が必要か、既に静岡県で進んでいる
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停
止
が
約
35
％
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
高
橋

さ
ん
は
「
事
故
の
多
く
が
自
転
車
通
学
時
に
発

生
し
て
お
り
、
交
差
点
で
の
一
時
不
停
止
が
原

因
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
指
摘
す
る
。「
中
学

生
で
自
転
車
通
学
す
る
の
は
許
可
を
受
け
た
一

部
の
生
徒
で
、
ほ
と
ん
ど
が
高
校
生
に
な
っ
て

初
め
て
通
学
で
自
転
車
を
利
用
し
ま
す
。
そ
れ

ま
で
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け

る
機
会
が
な
く
、
ル
ー
ル
の
理
解
も
不
十
分
。

自
己
流
で
乗
る
か
ら
マ
ナ
ー
も
悪
く
、
住
民
な

ど
か
ら
の
苦
情
も
少
な
く
な
い
の
で
す
」。

そ
こ
で
静
岡
県
で
は
県
独
自
で
、
自
転
車
マ

ナ
ー
向
上
の
た
め
の
副
読
本
「
自
転
車
Ｓ
Ａ
Ｆ

Ｅ
Ｔ
Ｙ
＆
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
」
を
作
成
し
た
。
平

成
13
年
度
か
ら
毎
年
少
し
ず
つ
改
訂
し
て
発
行

し
、
学
校
を
通
じ
て
県
内
の
中
学
１
年
生
と
高

校
１
年
生
に
配
布
し
て
い
る
（
平
成
19
年
度
は

10
万
５
０
０
０
部
を
配
布
）。
Ａ
４
版
８
ペ
ー
ジ

で
、「
自
転
車
事
故
の
原
因
と
割
合
」「
自
転
車

事
故
の
原
因
と
な
る
主
な
違
反
と
罰
則
」「
自

転
車
事
故
に
関
わ
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
」

「
自
転
車
の
安
全
点
検
と
防
犯
対
策
」「
自
転
車

マ
ナ
ー
違
反
探
し
」「
危
険
予
知
」「
標
識
の
見

方
と
運
転
上
の
注
意
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
を
活
用
し
て
、
自
転
車
の
運
転
者
と

し
て
最
低
限
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
理
解
し
て

ほ
し
い
」
と
高
橋
さ
ん
。
各
学
校
で
は
、
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
な
ど
で
副
読
本
を
利
用
し
て
生
徒
に

自
転
車
利
用
者
と
し
て
の
義
務
、
罰
則
な
ど
を

教
育
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

自
転
車
マ
ナ
ー
向
上
の

た
め
の
副
読
本
を
作
成

静岡県くらし交通安全室発行の中学
生・高校生のための副読本「自転車
SAFETY&MANNER」より転載

クイズ形式で生徒自身に考えてもらうコンテンツも盛り
込まれている

※第１当事者＝最初に交通事故に関与した車両の運転者または
歩行者のうち、過失が重い者。過失が同程度の場合には人身
傷害程度が軽い者。

自転車の運転者としてやってはいけないことを、罰則規
定をまじえながら紹介
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っ
た
。
ま
た
、
同
署
で
は
近
隣
の
高

校
の
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
と
、
実
際

に
自
転
車
事
故
が
起
き
た
現
場
に
出

向
い
て
、
事
故
の
原
因
や
対
策
を
考

え
る
「
現
場
診
断
」
も
昨
年
２
回
実

施
し
た
。
検
討
会
や
現
場
診
断
で
話

し
合
っ
た
こ
と
を
、
各
校
の
サ
イ
ク

ル
リ
ー
ダ
ー
か
ら
高
校
生
の
目
線
で

仲
間
に
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
が
効
果

的
だ
と
焼
津
警
察
署
は
考
え
て
い

る
。

副
読
本
の
配
布
と
と
も
に
、
静
岡
県
く
ら
し
交

通
安
全
室
で
は
『
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
作
戦
』
を

推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
転
車
通
学
の
高
校
生

を
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
に
任
命
し
、
模
範
運
転
を

促
す
と
と
も
に
、
他
の
高
校
生
に
安
全
運
転
を
波

及
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
平
成
14

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
県
内
の
公
立
・
私
立
高
校

１
４
８
校
の
う
ち
、
自
転
車
通
学
率
の
高
い
１
３

８
校
が
参
加
し
て
い
る
。
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
は

各
ク
ラ
ス
２
名
が
任
命
さ
れ
、
毎
年
約
５
５
０
０

人
の
高
校
生
に
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
る
。
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
は
、
ク
ラ
ス
の

仲
間
に
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
左
記
コ
ラ
ム
参
照
）

を
自
ら
模
範
で
示
す
な
ど
、
啓
発
活
動
を
行
う
。

サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
と
静
岡
県
内
の
各
警
察
署

が
連
携
し
た
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。
焼
津
警
察

署
で
は
昨
年
７
月
に
「
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
と
の

自
転
車
事
故
防
止
検
討
会
」
を
開
催
。
こ
れ
に
焼

津
市
内
に
あ
る
３
つ
の
高
校
か
ら
18
名
の
サ
イ
ク

ル
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
た
。
各
校
の
サ
イ
ク
ル
リ

ー
ダ
ー
は
、
焼
津
警
察
署
長
を
は
じ
め
警
察
関
係

者
と
自
転
車
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
意
見
交
換
を
行

サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
作
戦
を
実
践
し
て
い
る
高

校
の
１
つ
が
、
静
岡
県
立
静
岡
商
業
高
等
学
校
だ
。

同
校
で
は
生
徒
会
の
中
に
各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
２

名
計
36
名
で
構
成
さ
れ
た
交
通
安
全
委
員
会
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
交
通
安
全
委
員
全
員
を
サ

イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
に
委
嘱
し
て
い
る
。
全
生
徒
７

６
３
名
の
９
割
以
上
が
通
学
に
自
転
車
を
利
用
し

て
い
る
た
め
、
毎
年
４
月
に
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
サ

イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
自
転
車
指
導

を
行
う
。
自
転
車
が
学
校
規
定
の
も
の
か
、
ラ
イ

ト
な
ど
の
保
安
部
品
が
装
備
さ
れ
て
い
る
か
、
ブ

レ
ー
キ
は
正
常
に
は
た
ら
く
か
、
雨
合
羽
を
用
意

し
て
い
る
か
、
自
転
車
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
、

盗
難
予
防
対
策
は
で
き
て
い
る
か
を
、
サ
イ
ク
ル

リ
ー
ダ
ー
が
確
認
し
て
い
く
。
不
十
分
な
場
合
は
、

サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
が
そ
の
生
徒
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
改
善
を
促
す
。
ま
た
、
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー

は
定
期
的
に
通
学
時
間
帯
に
通
学
路
の
主
要
な
場

所
（
６
〜
８
ヵ
所
）
に
立
っ
て
、
生
徒
た
ち
に
街

頭
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

「
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
は
交
通
安
全
委
員
と
い

う
こ
と
で
、
生
徒
が
自
主
的
に
行
う
生
徒
会
活
動

の
１
つ
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。
生
徒
か
ら
生
徒

へ
自
発
的
に
は
た
ら
き
か
け
る
、
生
徒
同
士
で
行

動
を
チ
ェ
ッ
ク
し
合
う
こ
と
で
、
好
影
響
を
与
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
、
同
校
生
徒
課
長
の
中

村
信
善
教
諭
は
話
す
。
平
成
18
年
度
は
サ
イ
ク
ル

リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
街
頭
指
導
を
１
年
間
、
毎
日
継

続
し
た
そ
う
だ
。「
た
ま
に
街
頭
指
導
を
す
る
の

で
は
な
く
、
一
度
徹
底
的
に
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
話
に
な
っ
た
の
で
す
。
36
名
の
サ
イ
ク
ル
リ
ー

ダ
ー
が
交
代
し
な
が
ら
、
暑
い
日
も
寒
い
日
も
雨

の
日
も
毎
日
、
登
校
す
る
生
徒
に
声
を
か
け
ま
し

た
。『
毎
日
続
け
て
い
る
』
と
い
う
サ
イ
ク
ル
リ

ー
ダ
ー
た
ち
の
真
剣
な
姿
勢
が
伝
わ
り
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。
平
成
19
年
度

は
毎
日
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
20
年
度
は

再
び
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
協
力
を
得
て
、

街
頭
指
導
を
毎
日
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」。
中
村
さ
ん
は
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
作
戦
を

形
骸
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
ま
ず
サ
イ
ク
ル
リ
ー

ダ
ー
た
ち
に
「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
。
仲
間
を
事

故
か
ら
守
る
と
い
う
目
的
を
共
有
し
て
も
ら
う
こ

と
」
そ
し
て
、「
生
徒
の
活
動
の
機
会
を
つ
く
る

こ
と
」
を
心
が
け
て
い
る
。

中
村
さ
ん
が
生
徒
に
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
、

「
止
ま
れ
」
の
標
識
の
あ
る
場
所
で
の
一
時
停
止

と
並
進
の
禁
止
。
昨
年
、
１
・
２
年
生
を
対
象
に

自
転
車
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

「
自
転
車
通
学
を
す
る
際
、
友
達
と
話
し
な
が
ら

よ
く
並
進
走
行
す
る
」
と
い
う
問
い
に
、「
は
い
」

と
回
答
し
た
生
徒
が
ま
だ
い
た
と
い
う
。「
２
人

以
上
で
か
た
ま
っ
て
登
下
校
す
る
場
合
は
、
ど
う

し
て
も
並
進
し
が
ち
に
な
る
よ
う
で
す
。
並
進
は

車
道
で
は
ク
ル
マ
、
歩
道
で
は
歩
行
者
の
迷
惑
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
並
進
し
て
話
を
し
な
が
ら
自

転
車
を
運
転
す
る
こ
と
は
注
意
力
が
散
漫
に
な
り

危
険
で
す
」。

同
校
で
は
３
月
17
日
に
１
・
２
年
生
を
集
め

て
、
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、
中
村
さ
ん
が
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
実
態
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
自
転
車
の
通
行
位
置
や
違
反
行
為
を
生
徒

に
説
明
。
ま
た
、
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
を
配
布
し
、

高
校
周
辺
や
静
岡
市
内
の
危
険
箇
所
を
再
確
認
し

て
も
ら
っ
た
。

「
安
全
行
動
を
習
慣
化
さ
せ
る
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
私
だ
け
で
な
く
、
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ

ー
た
ち
が
繰
り
返
し
、
習
慣
に
な
る
ま
で
言
い
続

け
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
」
と
中
村
さ
ん
は

力
説
す
る
。

街
頭
指
導
を
毎
日
行
っ
た
時
の
サ
イ
ク
ル
リ
ー

ダ
ー
の
一
人
は
中
村
さ
ん
に
『
最
初
は
つ
ら
か
っ

た
け
れ
ど
、
１
年
間
継
続
し
て
交
通
安
全
の
大
切

さ
が
わ
か
っ
た
』
と
言
っ
て
く
れ
た
そ
う
だ
。
サ

イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
生
徒
自
身
に
指
導
者
の

自
覚
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
生
徒
の
主
体
的
な
交

通
安
全
活
動
を
促
す
上
で
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

シリーズ：命を守る教育現場 第●回「自転車利用者へのルール・マナーの啓発」
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静岡県立静岡商業高等学校
生徒課長・中村信善教諭

●一時停止
最初の1台になってください。
自転車事故の約70％は交差点内での事故。事故の
原因の35％が一時不停止です。事故を防ぐには、交
差点での一時停止が大切だということがわかると思い
ます。
自転車交通量が密となる朝の交差点では、前方の自
転車が交差点で一時停止すると、後続の自転車も連鎖
反応的に一時停止する傾向があります。
そこで皆さんにお願いです。皆さんが、一時停止する
最初の1台になってください。きっと皆さんに続いて
一時停止をしてくれる人が増えると思います。

●並進の禁止
みんなの模範になってください。
歩道での歩行者との接触事故や、車道でのクルマと
の接触事故を防ぐとともに、他の交通に多大な迷惑を
かけ、非常に危険な並進走行は、絶対にやめましょう。
友達とおしゃべりに夢中になっていて事故を起こす
ことが多いのです。一列走行で、みんなの模範となっ
てください。

●5分早めに登校しましょう
余裕をもって事故防止。
あわてていると、周りに注意を払うことができず、
事故を起こしやすくなります。時間に余裕を持って家
を出て、安全を十分に確認しましょう。
ゆったりとした気持ちで登校し、一日を落ち着いて
スタートさせるのは気持ちのいいものです。5分早く、
家を出ればできることです。
その心がけを自分だけでなく、クラスや部活の仲間
に広げていってください。

※静岡県くらし交通安全室がサイクルリーダーに配布している
資料より
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サイクルリーダーの皆さんに
お願いしたい

サイクルリーダーとな
った生徒一人ひとり
に、静岡県知事からの
委嘱状が交付される。
全校生徒を集めて委嘱
式を行う高校もある。
写真は昨年行われた、
静岡県立浜松江之島高
等学校でのサイクルリ
ーダー委嘱式のもよう

サイクルリーダーは自分の自転車にステッカーを貼り、自らも模範的な運転を心がける

つのポイント3
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